
- 1 -ピカイチ生活経営塾 2017

ピカイチ先生の

生活経営セミナー

２０１７年０５月

仕組で稼ぐ家計簿
（⑪支出を削減する）

DR：2018/07/14

ネクストライフ・コンサルティング

〒975-0038

福島県南相馬市原町区日の出町167-3

info@next-life-consult.com

ピカイチ先生
ピカイチ先生

検索
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「管理会計」の仕組み（生データ）

現場の営み

生データ
（未加工）

生活費
の管理

生命保険料
の管理

自分年金
の管理

●目的：生活の向上
●手段：生活費↘、教養娯楽費
↗

●目的：生活向上資金の捻出
●手段：保険料↘

●目的：家計の自立
●手段：資産運用↗

「いつ、何を利用する
か」は分からない

必要なデータを
切り出す

現代では「ビックデータ」
江戸時代では「大福帳」
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「管理会計」の仕掛け（カイゼン）

現場の営み

生データ
（未加工）

生活費
の管理

生命保険料
の管理

自分年金
の管理

●目的：生活の向上
●手段：生活費↘、教養娯楽費
↗

●目的：生活向上資金の捻出
●手段：保険料↘

●目的：家計の自立
●手段：資産運用↗

生活費
のカイゼン

生命保険料
のカイゼン

自分年金
のカイゼン

次へ 次へ

現場に定着したら
やめる

ひとつずつ
進める
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「カイゼン」の道具

●目的：生活の向上
●手段：生活費↘、教養娯楽費
↗

●目的：生活向上資金の捻出
●手段：保険料↘

●目的：家計の自立
●手段：資産運用↗

生活費
のカイゼン

生命保険料
のカイゼン

自分年金
のカイゼン

次へ 次へ

支出
（Excelシート）

生命保険
（Excelシート）

配当金
（Excelシート）

定着したので
お役御免

次へ 次へ

定着したので
お役御免 現在進行形
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「節約」と「削減」

× 『節約』＝我慢する ⇒暮らし↘

○ 『削減』＝工夫する ⇒暮らし→

・知識が必要 ⇒ 「知らなかった」の言い訳は通用しない

・準備が必要 ⇒ 「いつ役立つか」はわからない
（運に備える）

『削減』を
実行するには
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「配当金」にかかる税金

次のうち、
いずれか有利な課税方法を

選択可

①総合課税
配当所得として、総合課
税所得金額に合算

累進課税
配当控除：10％

②申告分離課税
他の所得と区分して税金
を計算

株式の譲渡損益と通算
20.315％

③源泉徴収 申告不要
20.315％
所得金額の評価外

①と②の組合せは不可・・・

配当金の合計額は？

総合課税所得金額は？
所得控除額は？
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「配当金」シート

個人単位

分散した方が
株主優待が有利

確定申告は
個人単位

選択の自由度は
家計単位

家
計
全
体
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配当金の仕訳

家計簿
（Money）

2,000円

収納庫

配当金計算書

家事経営

［投資と運用］⇒ ［ポートフォリオ］⇒ ［取引］

運用方法 配当金

入金先資産 配当貯金箱

領収書領収書配当金
計算書

合計 2,000円
⇓

税金 406円
振込 1,594円

配当金
（Excelシート）

2,000円

［受取人○○］⇒ ［銘柄○○］

配当額 2,000円

受取額 1,594円

配当金
計算書
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「正しい受け取り方」はあっても、「正しいやり方」はない

養老： 僕は、近代というのは「正しいやり方がある」と思い込んで、そこ
に集中した時代と思います。いまは「正しい受け取り方しかない」という
見方がなくなってきたような気がします。だから、いまの人はすぐに「じゃ
あ先生、どうしたらいいんですか」と質問する。「正しいやり方がある」と
思い込んでいるわけです。

そうではなく。世界の見方を変えると、問題が問題でなくなるのです。そ
のことをあまり考えないですね。自殺をするのもそのせいだと思います。
自分の見ている世界がまったく違って見えたという経験がない人が、もう
先行きがないと考えて自分を追い込むわけです。これはある意味でもの
すごく傲慢な態度だと思います。結局、自分のやり方だけが正しいと思っ
ている。

竹村： 選択肢を持つということは、高度な営みですものね。

養老： ある意味で、近代人は、あえて自分を変えてみるということをしな
いといけない。

「本質を見抜く力」（養老孟司、竹村公太郎）より

ピカイチ生活経営塾 2017


